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当社発展の軌跡

千歳空港支店

福岡空港支店

鹿児島空港出張所

沖縄空港所

成田支社神戸空港出張所

中部空港支店

広島空港出張所

大阪空港支店

関西支社
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’85
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当社の事業概要

ＡＰＵ（Auxiliary Power Unit）

GPU（電力供給）

（当社製）保冷・加熱カート

（他社製）温冷配膳車

動力事業 整備事業 フードカート事業

手荷物搬送設備（BHS)

旅客搭乗橋（PBB)
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業績の推移(連結)
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当期予想 当期実績 （＝修正） 増加率

売上高 ５，１８９ ５，３０９ ２．３％

営業利益 ２３５ ３２５ ３８．３％

経常利益 １９４ ２８９ ４９．０％

中間純利益 １０５ １５９ ５１．４％

中間期(個別)業績

参 考

当期予想 当期実績 増加率

売上高 ５，３８３ ５，５０７ ２．３％

営業利益 ２４９ ２９２ １７．４％

経常利益 ２０８ ２５６ ２３．０％

中間純利益 １１９ １３６ １４．６％

（単位：百万円）

（単位：百万円）

開示情報について

10月25日付で、下記のとおり業績予想（個別）の修正を実施しました。

中間期(連結)業績

10月30日付で、親会社および主要株主の異動について発表しました。
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動力事業の概況と今後の取り組み①

JAL社は４月から、ＧＰＵ使用の運用方法を変更

ＧＰＵの使用時間を、出発の２０分前まで→１０分前までに延長！！

動力使用の大幅な伸び
動力収入：対前年 １０％の増収

原油価格のさらなる高騰
航空会社

環境意識の高まり

【今期の特徴】
電気の使用増に加え、夏場のエアコンの使用が大幅に増加した。

『電力収入』 ： 対前年 117百万円（ 5 ％）増
『エアコン収入』： 対前年 155百万円（65 ％）増

対前年 １０％増収対前年 １０％増収
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動力事業の概況と今後の取り組み②

2007年7月

動力供給設備の増強を実施
・成田空港貨物地区：７スポット
・羽田空港東側整備地区：４スポット

通期業績見通し
上期同様好調に推移し、期初計画を上回る見込み。

通期業績見通し
上期同様好調に推移し、期初計画を上回る見込み。

下期の計画
2008年１月 鹿児島空港 1スポット増設
2008年２月 熊本空港 ４スポット展開
2008年４月 沖縄空港 １スポット増設

トピックス

新型航空機（Ａ３８０，Ｂ７８７）に対する、
電力設備の増強（１８０ＫＶＡ化）

空港別に検討中

今後の課題
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整備事業の概況と今後の取り組み①

通期業績見通し
上期同様堅調に推移し、期初計画を若干上回る見込み。

通期業績見通し
上期同様堅調に推移し、期初計画を若干上回る見込み。

下期も、提案型営業に力を入れ、増収を目指す。

諸設備の改修・更新工事受託増

諸設備の受託業務量拡大

（受託業務量の拡大に伴う、人員の増）
対前年 ３％増収対前年 ３％増収
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整備事業の概況と今後の取り組み②

空港内特殊設備の保守管理 空港内建物・諸設備
の保守管理

・特高変電所

・空調設備
・冷凍機
・ボイラー設備
・排水処理施設
・ﾉｲｽﾞｻﾌﾟﾚｯｻｰ

格納庫

手荷物搬送設備：BHS

旅客搭乗橋：PBB
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付帯事業の概況と今後の取り組み①

付帯事業全体では、

対前年 １４％ 増収

通期業績見通し
上期と同様にフードカートの販売不調が続き、
厳しい事業環境が続くと予想される。

フードカート
顧客の導入計画の先送りや買い控えの影響で
販売減となった

中部空港向け航空機用電源装置の販売増
航空会社向け航空機用冷暖房車の販売増
ハイジャック防止装置の受託業務拡大
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付帯事業の概況と今後の取り組み②

①フードカートの販売台数が、２４００台突破。
②今年度から新商品の『ＩＨホテルパンカート』の販売開始。
③今年度中に、新たな新商品を開発し販売予定。

①国の法制度改定の影響を受け、病院・介護施設は苦しい経営状況となり、
設備投資活力が縮小。

②クックサーブ（温冷配膳車）からクックチル（当社の再加熱カート）への移行
遅れと、期待している買い替え需要が先送り。

①食の安全・サービス・コストダウンの追求がある限り、クックチルシステムの
需要は拡大傾向に。

②近い将来のカート販売チャンスに備えるため、ここ数年は売り上げ見込みに
応じたフレキシブルな人員体制へと移行する。

フードカート事業
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保冷・加熱カート保冷・加熱カート

保温カート保温カート

ＩＨ式ＩＨ式EEＨ式Ｈ式

当社のフードカート群

・加熱コイルの磁力線で食器に発生した
うず電流により料理を加熱する。

ＩＨ加熱の原理

磁力線

食器

うず電流

トレイ

ﾄｯﾌﾟﾌﾟﾚｰﾄ

加熱コイル

NEW !

ＩＨﾎﾃﾙﾊﾟﾝﾀｲﾌﾟＩＨﾎﾃﾙﾊﾟﾝﾀｲﾌﾟ ﾗｯｸﾀｲﾌﾟﾗｯｸﾀｲﾌﾟ

加熱カート加熱カート
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通期業績見通し

動力事業

整備事業

付帯事業

全体では、期初計画の達成を見込む。
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２００８年３月期

中間業績報告
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２００８年３月期 中間業績

前期実績 当期実績
対前期比

増 減

売上高 ５，０９８ ５，５０７ ４０９

売上総利益 ７２５ ７０３ △２２

販管費 ４０３ ４１０ ６

営業利益 ３２１ ２９２ △２９
営業外損益 ▲３７ ▲３６ １

経常利益 ２８４ ２５６ △２８

特別損益 ▲ ３ ▲ ２ ０

税引前中間純利益 ２８０ ２５３ △２７

中間純利益 １５２ １３６ △１５

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 （中間期 計）

50.7%

39.9%

9.4%

動力

整備

付帯

2,518 2,792

2,125
2,195

453
519

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

前期 当期

動力事業 整備事業 付帯事業

５，５０７百万円 前期比 ４０９ （１０８．０％）

（単位：百万円）

＜増要因＞

動力事業 ＋２７３
整備事業 ＋６９

付帯事業 ＋６５

計 ４０９

売上構成

5,507百万円

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

５，５０７
５，０９８
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売 上 高 ① 動力事業

２，７９２百万円 前期比 ２７３ （１１０．９％）

（単位：百万円）

2,518

2,792

1,600
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1,800

1,900

2,000
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2,300
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2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

前期 当期

＜主な増要因＞

（増加）
羽田 ＋１７７
成田 ＋５３ 供給増
関西 ＋４２

【航空会社別】
ＪＡＬ １４．２％増 （＋１３３）

ＡＮＡ １７．３％増 （＋１１９）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ② 整備事業

２，１９５百万円 前期比 ６９ （１０３．３％）

（単位：百万円）

2,125

2,195

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

前期 当期

＜主な増減要因＞

（増加）

成田 ＋５９
ＢＨＳ改修工事等の増

羽田 ＋２３

（減少）
沖縄 △１５ ホテル保守契約の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ③ 付帯事業

５１９百万円 前期比 ６５ （１１４．５％）

（単位：百万円）

453

519

200

300

400

500

600

前期 当期

＜主な増減要因＞
（増加）

本社動力事業部
＋１２５ 航空機用電源装置の販売

航空機用冷暖房車の販売
成田 ＋３２ ﾊｲｼﾞｬｯｸ防止装置業務拡大
福岡 ＋１５ 冷凍冷蔵庫の販売

（減少）
フードカート事業部

△８５ フードカート販売
関西 △１９ バンコク技術支援

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

8.9%
7.0%

16.6
11.6%

55.9%

フードカート

航空機部品管理

ＧＳＥ

技術支援等

その他

［売上構成］
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売 上 総 利 益 （中間期）

７０３百万円 前期比 △２２ （９６．９％）

（単位：百万円）

725 703
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前期 当期

＜セグメント別 主な減要因＞

［動力事業 １９］
［整備事業 △３０］
［付帯事業 △１０］

減価償却費 ＋５６
(制度変更分を含む）

労務費 ＋ ５５

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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営 業 利 益 （中間期）

２９２百万円 前期比 △２９ （９０．９％）

321
292
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（単位：百万円）

＜減要因＞

売上総利益の減 △２２

販売費および
一般管理費の増 ＋６

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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営業外損益 と 経常利益 （中間期）

営業外損益 経常利益
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（単位：百万円）

▲３６ 百万円 前期比 ＋１ ２５６ 百万円 前期比 △２８
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（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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２００８年３月期 中間業績

前期実績 当期実績
対前期比

増 減

売上高 ５，０９８ ５，５０７ ４０９

売上総利益 ７２５ ７０３ △２２

販管費 ４０３ ４１０ ６

営業利益 ３２１ ２９２ △２９
営業外損益 ▲３７ ▲３６ １

経常利益 ２８４ ２５６ △２８

特別損益 ▲ ３ ▲ ２ ０

税引前中間純利益 ２８０ ２５３ △２７

中間純利益 １５２ １３６ △１５

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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２００８年３月期

通期業績見通し
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２００８年３月期 売上高 （見通し）

１１，４５２百万円 前期比＋３２１

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

セグメント 売上高 要 因

動力事業 ５,２００
・原油の更なる高騰、環境意識の向上により

引き続き好調に推移

整備事業 ４,９３３
・設備の改修、更新工事等の受託は

計画どおりに推移

付帯事業 １,３１９

・動力設備機材等の販売・技術支援業務は堅調

・フードカート販売は、顧客の導入計画先送りや

買い控え等厳しい環境で推移

合 計 １１,４５２
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前期実績 当期予想
対前期比

増 減

売上高 １１，１３１ １１，４５２ ３２１

営業利益 ９２５ ９０６ △１９

経常利益 ８５５ ８２８ △２７

特別損益 ▲４ ▲７ △３

税引前当期利益 ８５１ ８２１ △３０

当期純利益 ４８３ ４５３ △３０

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

２００８年３月期 通期業績予想
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’ 93/3 新千歳・成田Ⅱ期増設 ’94/3 羽田第１PTB新設 ’95/3 関西新設 ’99/3那覇新設

’ 03/3 広島新設 ’05/3羽田第2PTB新設 ’06/3神戸・鹿児島新設 ’0７/3羽田南ピア
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93/3 94/3 95/3 96/3 97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3
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1,000
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設備投資

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

設備投資（百万円） キャッシュフロー（百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

設備投資とキャッシュフロー

（注）00/3より連結決算を開始、93/3～99/3は単独ベース

キャッシュフロー＝「当期純利益」＋「減価償却費」
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お問合せ先

株式会社エージーピー 総務部 広報･ＩＲグループ

電話：０３－３７４７－１６３１
ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７
ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp
（会社案内ビデオがご覧いただけます）

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。

本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。

本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。
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